
1. 序論 

技術と産業の急速な発展に伴い，ロボット動作の

多様化およびその活用範囲の拡大化が進んでいる．

近年，より人間に近いロボットの研究，開発が行わ

れおり，人間に代わる労働力ならびに次世代のサー

ビス提供手法として期待されている．そこで，ロボ

ットに人間同様の自然で知的な動作が求められてい

る．今後もさらなるロボットの発展が予想され，対

象物の認知，特定はもちろんのこと，さらに文字情

報を読み取り活用するような知的さが必要となる． 

我々は早稲田大学大学院および上海交通大学と共

同で本の読み聞かせロボット「二宮くん」を開発し

ている（図 1）．「二宮くん」は頭部にテレビカメラ

を搭載しており，書籍や楽譜内の情報を読み取るこ

とが可能である．本稿では，書籍などに記された文

字を読み取ることに着目する．文字の読み取り技術

は様々な知識収集に利用範囲が広がる可能性を秘め

ている．この文字の読み取り技術を用いて，街中に

ある標識や看板などの文字を認識することができれ

ば，ロボットの周囲の環境把握や行動などに応用で

きる．また，街中の景色の中から標識や看板を検出

し，読み取ることで，弱視者にその文字を読み聞か

せることも可能となる． 

本稿では，書籍などに記された和文字を読み取る

ことに着目し，カメラ画像から文字を認識する手法

を提案する．書籍に記された文字はフォントによっ

て形が変化するので，本稿では特にフォントによる

形の違いに着目した文字認識について述べる． 

 

図 1 本の読み聞かせロボット「二宮くん」 

2. 処理概要 

文字の認識手法の大まかな流れについて述べる． 

カメラから入力画像を読み込み，判別分析法を用

いて 2値化する．2 値化した画像から全体の角度補正 

と各行ごとの角度補正を行う．次に，画像の横方向

と縦方向のヒストグラムを取る．ヒストグラムには，

文字間や行間の特徴が現れるため，この情報を用い

て縦書き・横書きを判別する（図 2）． 

 このあと，文字の切り出しを行う．まず，1 行を取

り出し，文字の切り出し候補位置を求め，切り出し

候補位置を順に統合していく．統合条件は，縦と横

の比率が 1.1 以下の時に統合を行い，すべての文字が

それ以上統合できなくなれば終了とする（図 3）．そ

こから，統合した文字の認識を行う．統合した文字

の特徴点を求め，辞書と比較し，類似度を求める．

その類似度が最も高い結果である文字を認識結果と

して読み上げる．  

 
図 2 文章のヒストグラム 

 

 

図 3 文字の切り出しの流れ 
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3. 文字認識手法 

入力画像内の文字を統合した後，特徴点を検出す

る．文字の大きさによる認識誤差を軽減するため，

切り出した 1文字の外接枠を求め，これを 64×64画

素の大きさに正規化する．フォントのよる特徴点の

誤差を考慮し，正規化した文字に細線化を行う． 

細線化した画像より，端点，交点，中間点を求め，

辞書に格納されている特徴点と比較する．  

比較対象は，64×64 画素の画像を四分割し，各領

域にある特徴点の数，特徴点の種類，原点からのベ

クトル量とする（図 4）． 

     

図 4 特徴点 

4. 採用した特徴点 

特徴点は文字を認識するために重要な情報である

ので，改めて詳述する．  

本稿では，端点，交点，中間点の 3 種類を特徴点

として用いる（図 4）．ここで中間点とは，文字の端

点，交点から得られる特徴点から次の特徴点までの

連続した画素の画素数をカウントし，指定値以上の

連続した画素がある場合，その画素数の 2 分の 1 の

画素を中間点とし，特徴点として採用する． 

また，これらの特徴点だけでは，「口」や「薔」

などの閉曲線をもつ文字では，特徴点を取得するこ

とが困難である．そこで，閉曲線をもつ文字の場合

は，その閉曲線の始点と閉曲線の連続した画素の 2

分の 1の画素を中間点とし，特徴点として採用する

（図 5）． 

図 5 平空間内の特徴点 

5. 実証実験 

前述の手法の有効性を確認するために，MS ゴシッ

ク，MS 明朝，HG 教科書体，3 種類のフォントを使

用して認証実験を行った．以下に実験結果を示す（図

6-図 8）． 

図 6と 8 より，MSゴシックと HG教科書体で検出

される特徴点の位置は，位置関係が相対的に同位置

であることがわかる．しかし図 7より，MS 明朝体の

特徴点位置はその他の特徴点とは位置関係が異なる．

これは，MS明朝体の場合，文字に横画の初めの打ち

込みや終わりのウロコ，縦画のハネ，左右の払いな

どを持つことに起因している． 

また，平仮名の場合はフォントによる形の誤差は

少ないが，漢字はフォントによって大きく形が変わ

るものが多くあり，現段階では対応が困難となって

いる． 

 

図 6 MS ゴシック結果 

図 7 MS 明朝結果 

図 8 HG 教科書体結果 

6. おわりに 

本稿では，文書に記された和文の認識手法につい

て述べた．読み上げの事例として，3 種類のフォン

トごとに和文字の特徴点を取り，認証実験を行った．

現段階では，平仮名については約 70%の認識率であ

り，漢字については約 60%の認識率であり，今後手

法の改善を行なって認識率向上をはかる予定であ

る．さらに，特徴点だけで認識すると認識率低下す

る可能性があるので，今後は，特徴点だけでなく，

方向線素特徴量も用いて各フォントに対応するこ

とを検討している． 
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